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患者向医薬品ガイド 
2023年 9月作成 

 

リカムビス水懸筋注 600mg 

リカムビス水懸筋注 900mg 
 

【この薬は？】 

販売名 

リカムビス水懸筋注６００ｍｇ 

REKAMBYS Aqueous Suspension  

for IM Injection 

リカムビス水懸筋注９００ｍｇ 

REKAMBYS Aqueous Suspension  

for IM Injection 

一般名 
リルピビリン 

Rilpivirine 

含有量 

（１バイア

ル中） 

リルピビリン 
６００ｍｇ／２ｍＬ 

リルピビリン 
９００ｍｇ／３ｍＬ 

 
 

患者向医薬品ガイドについて 
 

患者向医薬品ガイドは、患者の皆様や家族の方などに、医療用医薬品の正しい理

解と、重大な副作用の早期発見などに役立てていただくために作成したものです。 

したがって、この医薬品を使用するときに特に知っていただきたいことを、医療

関係者向けに作成されている添付文書を基に、わかりやすく記載しています。 

医薬品の使用による重大な副作用と考えられる場合には、ただちに医師または薬

剤師に相談してください。 

ご不明な点などありましたら、末尾に記載の「お問い合わせ先」にお尋ねくださ

い。 

さらに詳しい情報として、PMDA ホームページ「医薬品に関する情報」

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html に添付文書情報

が掲載されています。 
 

 

【この薬の効果は？】 
・この薬は、抗ウイルス剤（非ヌクレオシド系逆転写酵素阻害剤）と呼ばれるグ

ループに属する薬です。 

・この薬は、ＨＩＶ-１（ヒト免疫不全ウイルス１型）の逆転写酵素を阻害して、

ウイルスの増殖をおさえます。 

・次の病気の人に、医療機関で使用されます。 

ＨＩＶ-１感染症 

・この薬は、ウイルス学的失敗の経験がなく、切り替え前 6ヵ月間以上において

ウイルス学的抑制（ヒト免疫不全ウイルス［ＨＩＶ］-１ ＲＮＡ量が５０ｃｏ
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ｉｐｉｅｓ／ｍＬ未満）が得られており、リルピビリンおよびカボテグラビル

に対する耐性関連変異を持たず、この薬への切り替えが適切であると判断され

る人に使用されます。 

・この薬は、カボテグラビル注射剤と併用されます。 

 

 

【この薬を使う前に、確認すべきことは？】 
○次の人は、この薬を使用することはできません。 

・過去にリカムビス水懸筋注に含まれる成分で過敏症のあった人 

・次の薬を使用している人 

リファンピシン（リファジン）、リファブチン（ミコブティン）、カルバマゼピ

ン（テグレトール）、フェノバルビタール（フェノバール）、フェニトイン（ア

レビアチン）、ホスフェニトイン（ホストイン）、デキサメタゾン全身投与（デ

カドロン） 

・次の食品を使用している人 

セイヨウオトギリソウ（セント・ジョーンズ・ワート）含有食品 

○次の人は、特に注意が必要です。使い始める前に医師または薬剤師に告げてくだ

さい。 

・不整脈をおこしやすい人 

・Ｂ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルスに感染している人 

・妊婦または妊娠している可能性のある人 

・授乳中の人 

○この薬には併用してはいけない薬（○次の人は、この薬を使用することはできま

せん。を参照）や飲食物、併用を注意すべき薬があります。他の薬を使用してい

る場合や、新たに使用する場合は、必ず医師または薬剤師に相談してください。 

○この薬を使用する前に薬剤耐性検査（薬が効くかどうかの検査）を行うことがあ

ります。 

 ○この薬の注射前に、リルピビリン経口剤をカボテグラビル経口剤と併用して１ヵ

月間を目安に（少なくとも２８日間）飲み、リルピビリンおよびカボテグラビル

に対する忍容性（副作用があらわれたとしても、十分耐えられる程度であること）

が確認されます。 

 

 

【この薬の使い方は？】 
・この薬は注射薬です。 

●使用量および回数 

・使用量、使用回数、使用方法等は、あなたの症状などにあわせて、医師が決め、

医療機関において注射されます。 

・通常、成人の使用量および使用回数は次のとおりです。 
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〈１ヵ月間隔〉 

販売名 
リカムビス水懸筋注 

６００ｍｇ 

リカムビス水懸筋注 

９００ｍｇ 

初回注射 使用しません。 
１回、臀部筋肉内に注射され

ます。 

初回注射１ヵ月後

以降 

（２回目以降） 

１ヵ月に１回、臀部筋肉内

に注射されます。 
使用しません。 

〈２ヵ月間隔〉 

販売名 
リカムビス水懸筋注 

６００ｍｇ 

リカムビス水懸筋注 

９００ｍｇ 

初回注射 使用しません。 
１回、臀部筋肉内に注射され

ます。 

初回注射１ヵ月後 

（２回目） 
使用しません。 

１回、臀部筋肉内に注射され

ます。 

初回注射３ヵ月後

以降 

（３回目以降） 

使用しません。 
２ヵ月に１回、臀部筋肉内に

注射されます。 

 

●どのように使用するか？ 

・臀部筋肉内に注射されます。 

・この薬とカボテグラビル注射剤は、同日に臀部筋肉内の異なる部位に注射され

ます。 

・注射部位をもまないようにしてください。 

 

 

【この薬の使用中に気をつけなければならないことは？】 
・この薬は、患者さんやそれに代わる適切な人が次の点について十分に理解でき

るまで説明を受け、同意してから使用が開始されます。 

‐本剤は投与スケジュールが遵守されない場合、ウイルスの再増殖及び薬剤耐

性リスクのおそれがあるため、投与スケジュールを遵守してください。 

‐この薬はＨＩＶ感染症を根本的に治すものではありません。この薬を使用し

ていても、病気が進行する可能性がありますので、身体状況の変化はすべて医

師に連絡してください。 

‐この薬を長く使用した場合の影響については現時点ではわかっていません。 

‐この薬は他の薬との相互作用に注意する必要があります。現在使っている薬

をすべて医師に報告してください。また、新たに薬を使い始める場合はあらか

じめ医師に相談してください。 

・Ｂ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルスに感染している人がこの薬を使用する場

合には、定期的に肝機能検査が行われます。 
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・この薬の注射後数分以内に、呼吸困難（息苦しい、息切れ）、気管支けいれん

（息がぜいぜいする、息をするときヒューヒューと音がする、突然の息切れ）、

激越（感情が激しくたかぶった状態、落ち着きがない）、腹部けいれん、発疹・

じんま疹、浮動性めまい、潮紅、発汗、口腔内しびれ感、血圧の変化および疼

痛（背中や胸部など）のような重篤な注射後反応があらわれることがあります。 

・妊婦または妊娠している可能性がある人は医師に相談してください。 

・授乳を避けてください。 

・セイヨウオトギリソウ（セント・ジョーンズ・ワート）含有食品はこの薬の効

果を下げるおそれがありますので食べないでください。 

・他の医師を受診する場合や、薬局などで他の薬を購入する場合は、必ずこの薬

を使用していることを医師または薬剤師に伝えてください。 

 

 

【この薬の形は？】 
販売名 リカムビス水懸筋注６００ｍｇ リカムビス水懸筋注９００ｍｇ 

容器 

  

性状 
白色の懸濁液 

 

 

【この薬に含まれているのは？】 

販売名 リカムビス水懸筋注６００ｍｇ リカムビス水懸筋注９００ｍｇ 

有効成分 リルピビリン 

添加剤 
ポロキサマー３３８、ブドウ糖水和物、リン酸二水素ナトリウム一水

和物、クエン酸水和物、水酸化ナトリウム 

 

 

【この薬についてのお問い合わせ先は？】 
・症状、使用方法、副作用などのより詳しい質問がある場合は、主治医や薬剤師

にお尋ねください。 

・一般的な事項に関する質問は下記へお問い合わせください。 

<本剤とカボテグラビル注射剤の併用療法に関連したお問い合わせ （カボテグ
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ラビルとの併用療法におけるリルピビリン経口剤に関するお問い合わせを含

む）> 

販売会社：グラクソ・スミスクライン株式会社 

（http://jp.gsk.com） 

ヴィーブヘルスケア・カスタマー・サービス 

電話：０１２０－０６６－５２５ 

受付時間：９時～１７時４５分（土、日、祝日およびグラクソ・ 

スミスクライン株式会社休業日を除く） 

<併用療法に関連しない本剤に関するお問い合わせ> 

製造販売会社：ヤンセンファーマ株式会社 

メディカルインフォメーションセンター 

電話（フリーダイヤル）：０１２０―１８３―２７５ 

 

ＦＡＸ：０１２０－２７５－８３１ 

 


